
。 

、 

  

 

 一青窈（ひととよう）さんの歌でも知ら

れるハナミズキは、4月から5月にかけて白

やピンクの花を咲かせます。4枚の花びらに

見えるのは総苞片（そうほうへん）と呼ば

れる葉の変形です。その中心に緑黄色の小

さな花の塊である花序（かじょ）がありま

す。やがて小さな花は次々と開花し秋には 

真っ赤な実をつけます。 

 ハナミズキは1912年に当時の東京市長が

サクラの苗木を米国に贈った返礼として贈 

られた木として知られています。東京都立園芸高等学校には当時の 

原木が百年ハナミズキとして唯一現存します。 

 東京都建設局のデータ(令和6年4月1日時点)によると、都内にお

ける街路樹の本数のランキングでは、国道・都道においては「都の

木」であるイチョウが1位であるものの、道路全体ではイチョウを 

抜いて、ハナミズキが1位であり、その本数は約6万本です。 

 花言葉は「返礼」「永続性」など。(小山一丁目・河原 マサ江) 

品
川
区
功
労
者
表
彰 

 

～
長
年
の
功
績
を
た
た
え
て
～ 、 
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楽しかった荏原三丁目町会新春バス旅行記 

 ハナミズキ 

東
京
都
小
学
校
体
育
研
究
会
の
研
究
発
表
大
会
が
、
令
和
7
年
2
月
21
日
に
後
地
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
は
令
和
4
、
5
年
度
に
東
京
都
教
育
委
員
会
体
育
健
康 

教
育
推
進
校
と
し
て
、
ま
た
、
令
和
5
年
度
は
文
部
科
学
省
教
育
課
程
実
践
検
証
協
力

校
（
保
健
領
域
）
と
し
て
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
体
育
科
で
は
「
体
づ
く
り
運

動
」
を
中
心
に
、
健
康
教
育
で
は
本
校
が
長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
立
腰
教

育
に
つ
い
て
、
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
研
究
の
成
果
も
あ
り
、
子
ど
も
達

は
、
体
育
や
休
み
時
間
以
外
で
も
、
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で 

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
子
ど
も
達
の
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
東
京
都

小
学
校
体
育
研
究
会
の
研
究
協
力
校
と
し
て
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
体
育
研

究
会
の
研
究
主
題
「
自
ら
学
び
続
け
る
力
を
、
仲
間
と
と
も
に
身
に
付
け
て
い
く
体
育

学
習
」
を
受
け
、
本
校
の
体
育
科
教
育
に
お
け
る
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
「
後
地

ス
タ
イ
ル
」
の
確
立
に
向
け
、
『
～
「
や
っ
て
み
た
い
・
こ
う
や
っ
た
ら
で
き
た
・
も 

っ
と
や
っ
て
み
た
い
」
の
学
び
の
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
～
』
を
副
主
題
と
し
、
実
践
し 

ま
し
た
。 

 

研
究
発
表
大
会
の
当
日
は
、
東
京
都
内
外
の
小
学
校
教
員
、
教
員
を
め
ざ
す
学
生
、

大
学
関
係
者
、
本
校
保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど
約
5
0
0
名
の
来
校
が
あ
り
ま
し
た
。

全
学
級
公
開
と
し
、
今
ま
で
の
研
究
の
成
果
を
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
来
校
者
の
方
か
ら
は
、
子
ど
も
達
が
キ
ラ
キ
ラ
と
表
情
を
輝
か
せ
な
が

ら
、
友
達
と
楽
し
そ
う
に
身
体
と
心
を
動
か
し
て
い
る
姿
に
、
多
く
の
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
が
「
体
を
動
か
す
こ
と
が
楽
し
い
」 

「
も
っ
と
運
動
し
た
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
後
地
小
学
校 

副
校
長
・
長
谷
川 

実
佐
） 

し
な
が
わ
防
災
学
校
に
は
「
防
災
区
民
組
織
コ
ー
ス
」
と
し

て
、
地
域
防
災
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
「
フ 

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
の
3
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
前
回

受
講
し
た
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
に
引
き
続
き
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
コ
ー
ス
を
受
講
し
ま
し
た
。
受
講
生
は
各
町
会
か
ら
参
加
し 

た
6
名
で
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
研
修
と
な
り
ま
し
た 

研
修
は
、
品
川
区
の
地
図
を
用
い
な
が
ら
「
我
が
町
の
防
災

に
伴
う
危
険
」
を
課
題
と
し
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
議
論
し
、

発
表
す
る
形
式
で
し
た
。
私
た
ち
は
、
防
災
に
お
け
る
自
助
・

共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
課
題
と
対

策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
の
設
営
や 

運
営
方
法
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。 

研
修
の
中
で
、
町
会
の
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
日
頃
か
ら
住
民
同
士
で
良
い
関
係
を

築
け
る
よ
う
、
手
助
け
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
う

え
で
、
有
事
の
際
に
は
率
先
し
て
、
安
否
確
認
や
情
報
収
集
を

行
う
こ
と
で
す
。
他
に
も
、
地
域
防
災
拠
点
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

情
報
伝
達
の
た
め
の
体
制
確
保
な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
、 

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

改
め
て
、
町
会
の
役
割
を
考
え
る
と
と
も
に
、
寺
田
寅
彦
の

名
言
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」
を
思
い
出
す
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。(

小
山
三
丁
目 

防
災
士
・
澤
田 

俊
一)

 
 

花めぐり 

。 

し
な
が
わ
防
災
学
校 

（
地
域
防
災
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）
に
参
加
し
て 

東
京
都
小
学
校
体
育
研
究
会 

研
究
発
表
大
会 

町会活動紹介 

 

令
和
6
年
度
の
功
労
者
表
彰
式
が
昨 

年
10
月
き
ゅ
り
あ
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル 

に
て
行
わ
れ
、
保
健
衛
生
功
労
の
分
野

で
、
や
ま
だ
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
山
田 

 

慎(

や
ま
だ
ま
こ
と)

先
生
が
森
澤
区
長 

よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

山
田
先
生
は
、
小
山
四
丁
目
に
ク
リ 

ニ
ッ
ク
を
開
業
以
来
、
20
年
に
わ
た
り 

嘱
託
医
と
し
て
近
隣
の
小
学
校(

小
山

小
学
校
・
後
地
小
学
校
・
荏
原
平
塚
学

園
・
第
二
延
山
小
学
校
）
、
保
育
園
や

幼
稚
園
（
中
原
保
育
園
・
小
山
台
保
育

園
・
平
塚
保
育
園
・
荏
原
西
第
二
保
育

園
・
平
塚
す
こ
や
か
園)

に
て
、
眼
科 

検
診
を
毎
年
実
施
し
、
子
ど
も
達
の
目 

の
見
守
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
達
の
様
子
や
目
の
状
態
の
変 

化
に
つ
い
て
山
田
先
生
に
伺
い
ま
し
た 

 

「
子
ど
も
の
近
視
が
近
年
増
加
し
て 

い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
使
用
な
ど
で
近
く
を
見
る
こ
と

が
増
え
て
い
る
生
活
環
境
が
関
わ
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
将

来
失
明
に
つ
な
が
る
よ
う
な
大
き
な
病 

気
を
持
っ
た
子
ど
も
は
い
な
い
状
況
で 

す
。
視
力
低
下
を
予
防
す
る
た
め
に
は 

近
く
を
見
る
作
業
の
時
間
を
決
め
た
り 

屋
外
で
過
ご
す
時
間
を
作
っ
た
り
、
遠

く
を
眺
め
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で 

す
。
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

山
田
先
生
は
、
今
後
も
子
ど
も
達
の 

将
来
の
目
を
守
る
た
め
に
、
眼
科
検
診 

を
実
施
し
て
い
く
そ
う
で
す
。 

 

功
労
者
表
彰
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご 

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
活 

躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

（
小
山
四
丁
目
・
東 

美
佐
栄
） 

ハナミズキ 

令和6年4月 

不動前緑道公園にて撮影 

 
やまだ眼科クリニック 

山田 慎先生と表彰状 

 令和7年1月26日に、町会長を含む46名が参加する、新春日帰りバスツ

アーが行われました。バスツアーの行き先は、佐野厄除大師、小山市イチ

ゴの里、あしかがフラワーパークでした。このバスツアーは8年ぶりの開催 

であり、会長の挨拶では、企画の再開を喜ぶお言葉がありました。 

 バスの中では、お菓子やジュースが当たる、全員参加のくじ引き大会が

開催されました。私も景品を頂き笑みがこぼれました。町会長と参加者と

の会話も弾み、楽しい時間でした。左窓からは富士山、右窓からは筑波山

を眺めることができ、爽快な気分で蓮田SAに到着しました。SAでの休憩

後、佐野厄除大師にて記念写真を撮影しました。皆で本堂を参拝し平和を

祈願しました。次のイチゴの里に向かう道中、車窓からは野焼きの白い煙

が立ち上るのどかな風景が見られました。イチゴの里の大型ハウスでは、

甘いミルキーな白イチゴやとちおとめなど5種類のイチゴを堪能しました。

その後、あしかがフラワーパークで美味しい料理を堪能し、花の公園を散

策しました。まだ花の数は少なかったです

が、満開の時期が想像出来るようなスケール

に圧倒され、もう一度訪れたいという声も上

がりました。あしかがフラワーパークは、樹

齢160年の「奇跡の大藤」とともに、花と光

の楽園として世界中に発信されています。沈

む夕日が差し込む帰りの車内は、静寂に包ま

れていました。最後に会長の挨拶があり、私

も平穏と幸せに感謝の心が満たされました。普段お目に掛かることのない 

方々と一日触れ合うことができ、町内に対する意識が変わりました。               

                    （荏原三丁目・池田 晴夫 ） 

佐野厄除大師での記念写真 


